
１ プランの構成
「さっぽろ障がい者プラン2018」の一部改定について

さっぽろ障がい者プランは、「障がい者計画」「障がい福祉計画」「障がい児福祉計画」を一体のものとした、札幌市の障がい福祉施策を推進する計画です。
「障がい福祉計画（第5期）」「障がい児福祉計画（第1期）」については、2021年３月で計画期間が終了することから、内容を全面的に見直します。
また、文化芸術や読書バリアフリーの推進について、今回改定する「障がい福祉計画」「障がい児福祉計画」に一部反映させることを検討するとともに、次期改定の際に改めて障がい
者プランに位置付けることを想定しています。

障がい者計画と整合性を図りながら、国（厚生労働大臣）が定める「基本指針」に即して計画を作成します。
２ 見直しの考え方

各種審議会等での意見聴取・審議を経て、令和３年（2021年）３月に計画を策定（公表）します。
３ 策定スケジュール（想定）

2021.3一部改定

実態調査結果（“札幌市が目指すべき共生社会像”や当事者等の実態や意向、その他の現状・課題）を踏まえ、検討します。

障がい福祉計画（第6期）
・障がい児福祉計画（第2期）
（2021-2023 ３年間）

■さっぽろ障がい者プラン2018（改定版）

障がい者計画（2024-2029）

障がい(児）福祉計画
（2024-2026）

(仮称）さっぽろ障がい者プラン2024

障がい(児)福祉計画
（2027-2029）

障がい者文化芸術活動推進計画
【障害者文化芸術推進法（2018年施行）】

視覚障がい者等の読書環境整備推進計画
【読書バリアフリー法（2019年施行）】

障がい福祉計画（第5期）
・障がい児福祉計画（第1期）
（2018-2020 ３年間）

障がい福祉サービス等に関する実施計画
【障害者総合支援法・児童福祉法】

■さっぽろ障がい者プラン2018

障がい者計画（2018-2023 ６年間）
障がい福祉に関する基本計画【障害者基本法】

国の基本指針 新計画

2018.3策定
2024.3改定

地方自治
体が策定
(努力義務)

障がい者計画（2018-2023）※現行まま

障がい福祉計画（第6期）・障がい児福祉計画（第2期） 骨子案

①地域における生活の維持及び継続の推進
②精神障害にも対応した地域包括ケアシステム
③福祉施設から一般就労への移行等
④「地域共生社会」の実現に向けた取組
⑤発達障害者等支援の一層の充実
⑥障害児通所支援等の地域支援体制の整備
⑦障害者による文化芸術活動の推進
⑧障害福祉サービスの質の確保
⑨福祉人材の確保
・その他：相談支援体制の充実強化 等

国の基本指針 ～見直しのポイント～
第98回社会保障審議会障害者部会（R2.1.17)より抜粋

当事者の生活実態や取り巻く課題の把
握、市民・企業の意識を調査するとと
もに、市民が求める共生社会像の構築
を目的として実施。

①アンケート（郵送・無作為）：当事
者7,500人、市民3,000人、企業1,000社、
事業所1,400ヵ所、入所施設、入院患者
R1.10-12実施
②ヒアリング：当事者団体等との意見
交換 R1.12-R2.3実施
③フォーラム：R2.2実施

障がい児者実態調査（2019）
第１章 計画の策定
・策定趣旨
・位置づけ、計画期間
※「プラン2018」体系

第２章 札幌市の現状
・障がい児者数等（統計データ)
・実態調査結果（概要(抜粋)）

第４章 計画の推進体制
・附属機関等での点検、評価の実施 ・計画検討体制

第３章 計画の体系
・基本理念、基本方針
・成果目標、活動指標
・サービス見込み量

踏まえて

国・北海道計画、本市関連計画

調和

第５章 資料編
・用語 ・計画策定経過 ほか

即して

札幌市障がい児者
実態調査（2019）結果

障がい施策をとりまく国の動向
（主な法整備）

2018障害者文化芸術推進法施行
2019読書バリアフリー法施行

第１回計画検討部会資料
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市民意見募集


